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エミリー・ディキンスン詩抄（その2）

（｛寸・　言尺’詩…ノ　ー一　ト）

野　　田　　　　　寿

41Th。　diff。，e。ce　b。tw・en　D・・p・i・　　　41網！と不安との相異は

　　　And　Feaτ一is　like　the　One　　　　　　　　　　　難破の瞬間と

　　　Between　the　instant　of　a　Wreck－　　　　　　・’］［が糸』てしまった時との問の

　　　And　when　the　Wreck　has　been一　　　　　　　　それに似ている

The　Mind　is　smooth－no　MotiOl1一　　　　　　心は穏やかで　動かず

Contented　as　tlle　Eye　　　　　　　　　　　　　　自分でも　見えぬことを意識している

Up。。，h。　F。・eh・・d・f・B・・t一　　　あの・陽f象の頭部｛謝・オτ熾のように

Th。t　k。。w，－it，an・・t・ee－（J　305）　　　’1：「んじている

421、、。pP。d　f，。m　P1・nk・・Plank　　　42私は板から板へ

　　　A、1。wal、dca。，i。。，w。y　　　　　1釦っくり注意してあるいた

　　　TheS，ars。b。。tmyH・・dlf・1t　　　　額｝こは1舵
　　　Ab。。t　my　Feet　th。　Sea．　　　　　足もとには海を感じなカ｛ら

Iknew　not　but　the　next　　　　　　　　　　　　　私は　今度こモ　もう先がない

W。uld　bemyfi。。li・ch一　　　　　と一足ごと1偲いつづけた
Thi、　g。ve　m。・h・・p・e…i・u・G・i・　　こ肌とが人が酬と1呼ぷ．

S。m。，all　E．p。，i。n。e．（』875）　　　あの心もとないあゆみを私1こ教祉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くう　　　　　こう

43F，。mB』。kt。Bl・・k－　　　　　431粉ら空へ
　　　ATh．e。dless　W。y　　　　　　　脈絡のなL’道に　’
　　　lp。、h。dM。。h。ni・fee・一　　　　私は撒のようなご酬を場1≡
　　　T。、，。P．。，　p。，i、h－…d・an・e－　　←1・ろうと崩ずおれよっと進もっと

　　　Alike　indifferent＿　　　　　　　　　　　　　　　一一向に　無関心なまま　　　　　　’

If。nd　I　g。ined　　　　　　　終り1跳ると
1、end、　b。y。nd　　　　　　　r無限」カ1現われ
1。d。fi。i、。　discl。，。d一　　　　　壁1～はずっとll1」うにあっナこ

1，hu，　my。ye、－a。dg・・p・d　asw・ll　　私｛畑を閉ぢ襯）つづけた

’Tw。、1ight。，一・・b・Bli・d－（J　761）　　盲目の加‘気楽だった

44Th。，ei、ap。i。．，。。tt。，－　　　44のっぴきならぬCl’f］・i∫とし’ったものがある

　　　1，sw。ll。w，　Bei。g。p一　　　　　モオτは「存在」を吸いつくし　　．
　　　Th。。、。v。rs，h。　Abyss　wi、h　T，＿一　そこに　‖い熾うな継「放心」で覆つ

　　　S。M。m。，yca。、、。p　　　　　すると「・1己憶」が初淵鋤ぐう剖
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A「°und－ac「°5s－・p・・it一 @　　繭っ問鍵のり肌剖する
As　Olle　within　a．Swoon＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　丁度　意識を失った人間が

Goes　safely－where　an　open　eye一 @　　　　　何」［もなく　歩くように

W・uld　d・・pHim－』・by　B・…　　　日が醒めればその男はバラ、・ラになって
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（」599）　　　　　　　落ちるだろう

45　After　gr炉at　pain・aformal　feeling　　　　　45大きな苦しみのあとで　感拮はこわばる

　　　　　comes一　　　　　　　　　　　　　　　　　神経が儀式ばって　墓石のように立ち

Tl認蒜b：i：ce「em°ni°us・　　　硬1・1・：した心カー耐えたの［紺

　　　Th。、tiff　Hea，t　q。。、tl。。，　w。，三，　H。，　　昨li†それとも幾世紀もli∬のこと？

　　　　　that　bore，

　　　And　Yesteτday，　or　Centuries　before　P　　　　　　両」正が　ぎくしゃくと動き

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大地の　空の　いや所きらわず

　　　Th・Feet・m・・hanica1・9・・。・nd一　　　木製の道をうろつく

　　　゜fG「°und・・「Ai「・°「°・gh‥　　　無恥1こ釣果てナ、両の足

　　　AWooden　way　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　　　R。gard］。。，駆。w。，　　　　　　酷醐澗感石のような

　　　AΩuartz　contentment，　like　a　stone一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　これは　鍋の時間だ

　　　This　is　the　Hour　of　Lead一　　　　　　　　　もし　生きのびて思い返せば

　　　Remembered・if　outlived・　　　　　　　　　　　凍りかけた人が記憶する雪

　　　A・F・…i・gP・・s・n…e・・llect　　　　始めに悪寒それから昏睡そして㌶翼
　　　　　the　Snow－

　　　First－Chm－then　stuロor－then
　　　　　the　lettng　go－（J　34D

46　1never　hear　the　word’‘e5亡ape”　　　　　　46　「脱出」という言葉をきく度に

　　　Without　a　quicker　blood，　　　　　　　　　　いっも私は　高鳴る胸を抑え

　　　Asudden　expectation，　　　　　　　　　　　　　突然の期待に

　　　Aflymg　attitude！　　　　　　　　　　　　　　いつでも駆けだせるように身がまえる

Inever　hear　of　prisons　broad　　　　　　　　　兵士たちの力つくでも

By呈oldiers　battered　down，　　　　　　　　　　壊れるような牢はないと知りながら

But　I　tug　childi呂h　at　mybars　　　　　　　　私は　駄々っ子のように格了’と取組んで

Only　to　fail　again！（J　77）　　　　　　　　　　　虚しい失敗を繰り返す

47　Escape　i8　such　a　thankful　Word　　　　　47　「脱出」とは　大’変ありがたい言葉だ

　　　Ioften…n　the　Night　　　　　　　　　　　　　私は　夜｛こなると

　　　Co祠side「it　unto　myself　　　　　　　　　　　ひとりそのことを考える

　　　No　spectacle　in　sight　　　　　　　　　　　　　　　最色は見えない

Escape－it　is　the　Basket　　　　　　　　　　「脱出」一それは生命の他の部分が

In　which　the　Heart　is　caught　　　　　　恐しい胸壁からころげおちる時

When　down　some　awful　Battlement　　　　「心」を捉えてくれる

The　rest　of　Life　is　dropt一　　　　　　　　　　　　　範＿
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Tis　not　to　sight　the　savlor一　　　　　　　　　それは　救い主を見出すことではない

It　is　to　be　the　saved－　　　　　“　　　　　　それは　救われることだ

And　that　is　why　I　lay　myHead　　　　　　　だから　私は　この信頼できる言葉の上に

Up・・thi…u・ty　w・・d－（J　1347）　　　［1分の頭を蹴える

481w。。ld…p・i・・一・pi・…e－　　48私は絵など描くまい
　　　1・d，a，h。，b。、h。O。e　　　　　　むしろその輝かしい不可能に

　　　1、・、b，igh、　imp。、・ibili・y　　　　　心地よい想いを寄せ

　　　To　dwel1＿delicious－on一　　　　　　　　　　かくも甘美な襖悩と

　　　A。dw。nd。，　h。w，he　fi・gers　f・・1　　　かくも縛な虻とをひき出した

　　　Whose　rare－celestial－stir一　　　　　　　世に珍な　至上の指の

　　　E。。kes　s。、weet。T。m。・t一　　　　描きつつ感じたものを

　　　Such　sumptuous－Despair一　　　　　　　　　思いめぐらす人となろっ

1w。uld。。、、。lk，　lik。　C。，ne，、一　　　私はコ砺・トのようなお喋りはすまい

1・d，。t。，　b。、h。・ne　　　　　むしろ高み1こそっと浮べられ

R。i、ed、。f、ly、。　H。・i・・n・一　　　　工一テルの村を通って

A。d。。，，。nd　ea，y。n一　　　　　軽やカ’1こ昇りゆく

Th，。。gh　Vill・g…fEth・・一　　　　ものとなろう
My、elf。。d。。d　B・ll・・n　　　　　租・1ま蹴の唇によってのみ

Byb。，。lip・fM…1一　　　　　能ある長（球
Th。　pi。，，。　my　P・n…n－　　　　Llらの艀のための酬

N。，w。uldlb。。P。，，一　　　　又私［ま詩人にもなるまい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　魅せられ　JJなく　満ちたりて
It・s　finer－own　the　Ear－

E。。m。，ed．imp。、。n，一。。・・e・t一　　　その特齢あ胸る

Th。　Licen、e，。，ev。，e，　　　　　階こそもちたいもの

Ap杣。g。，。。wf・1　　　　かくも畏るべ三格型の酪
Wh。、w。。ld　lh。D。W。・b・，　　　もし私に旋律の竺で、
H。d　1，h。　A，t、。、、un　my，，lf　　　nら餌端する術が』たり

Wi，hB。1，，。fM。1。dy！（J505）　　　その酪をばf”∫とII乎ぽつ

49A肋、、，、4，ぜD。e，－leap，　high。・1－　　49伽い拙じは高くはねる

　　　Pve　hea，d　the　H。。，。，・。ll一　　　　と狩人は言つ

　　　・Ti，　b。uh。　E。、。，y。f　4，。I」・一　　　そ櫨死の継であり

　　　A。d　lh。。，heB，ak。i、，、il日　　　　それから叢は・齢｛こなる

Th。　S。1』、　R。ck、h。，　g。・hes！　　　叩かれる蕊水を1ウこき

Th，』♪～，4　S，eehh。1・p・i・g・！　　　r’｝まれる蹴は∫文嬢する

ACh。。1、　i，　alw。y，，edd。，　　　　　熱にllされている頬は

」u，1wh。，。、heH。，U。、・i・g・！　　　　いつもそこ醐1いものだ

Mi，、hi、、heM。i1。fA。9。i，h一　　　耐・・［±：1貯悩の轡轡？であり

1。whi、hi、C。．，i。u，A，m，　　　　、・’1・悩1ま憾深く特力’くしている
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Lest　anybody　spy　the　blood　　　　　　　　　人が血を見て

And“yoゴre　hurt”exclaim！（J　165）　　　　　「君は手きつを負っている」と叫ぷことのな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いように

50　ASolemn　thing　within　tlle　Soul　　　　　　50　魂が内部で熱するのを感じるのは

　　　To　feel　itself　get　ripe一　　　　　　　　　　　　　　　厳粛なことだ

　　　A・dg・1d・・hang－whi1・f・・the・・p一　　それ碕鑓に実ると遠く上の方で

　　　The　M・k・・’・L・dd・・s　st・P－　　　　　　∫llj造主の梯］・が｝・1；り

　　　And　in　the　Orchard　far　below一　　　　　　　逓か下の果樹園に

　　　You　hear　a　Being－droP－　　　　　　　　　　　「存在」が一つ落ちてゆく

AWonder∫ul　thing－to　feel　the　Sun　　　　　熟れ終った　と，i』、っていた頼を

Stlll　toiling　at　the　Cheek　　　　　　　　　　　未だ温めようと努めている太暢があると感じ

You　thougllt　was　finished一　　　　　　　　　　るのは

Cool　of　eye，　and　critical　of　Work一　　　　　　又すばらしい

He　shifts　the　stem－alittle一　　　　　　　　　冷静な肌詳iしで　作業は注意深く

To　give　your　Core－alook一　　　　　　　　太陽は　軸に少しばかりの変fヒを

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　核には　表情を　あたえる

But　solemnest－　to　know

Your　chance　in　Harvest　mo、・es　　　　　　　　しかし　秋の宝りの時が

Alittle　nearer－Every　Sun　　　　　　　　少しつつ近づくのを知るのは

The　Single－to　some　lives．（J　483）　　　　　　　最も厳’粛な思いがする　一回毎の太陽が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単一の生命を　数個の生命に近づける秋の一

511know　that　He　existS・　　　　　　　　　51私は　「神」　が存在することは知っている

　　　SomewheTe－in　Silence－　　　　　　　　　　・何処かに　沈黙を守って

　　　He　has　hid　his　rare　life　　　　　　　　　　　　事11は　そのたぐい・稀な生を

　　　Fr白m　our　gross　eyes・　　　　　　　　　　　　私たちの粗雑な目から　かくしてしまった

’TiS　an　instant’S　play・　　　　　　　　　　　　それは　ほんのしばしの戯れ

’Tis　a　fond　Alnbush一　　　　　　　　　　　　　他愛もない　かくれんぼ

Just　to　make　Bli5S　　　　　　　　　　　　　　l自二びに　’牛‘］：びの不意打を

Earn　her　own　5ロrprise！　　　　　　　　　　　　あたえるためのもの

But－should　dle　play　　　　　　　　　　　　　　　　　しかし　　もしその戯れカ｛　　　　’

P「oΨePle「cing　eamest一　　　　　　　　　　　　ひどく真llli目なものであるとしたら

Should　the　glee－gl酩e一　　　　　　　　　　　もしも　その歓由1が

In　Dεath’s－stlff－stare一　　　　　　　　　　　死の硬い凝視の中にかすむなら

Would　not　the　fun　　　　　　　　　　　　　それは　あまりにも高価な楽しみ

Look　too　expensive！　　　　　　　　　　　　そのいたずらは　あまりにも遠くまで

Would　not　the　je5t一　　　　　　　　　　　　氾い廻ったことに

Ilave　crawled　too　∫ar　1（J　338）　　　　　　　　　　ならないか了
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52He　fumbles　at　your　Sou1　　　．　　　　52彼は　あなたの魂に　不器用な手つきで触れ

　　A5　Players　at　the　Keys　　　　　　　　　　　　　　　る

　　B。f。，etheyd．。pf。llM・・i・・n一　　唖ピアニストが端儲楽を叩き出す前

　　He　stuns　y・u　by　degrees－　　　　　　　1こ
　　　Prepares　yOur　brittle　Nature　　　　　　　　　鍵盤に手を触れるように

　　　F…h・Eth・・i・I　BI・w　　　　　］皮はあなたの⊇を，、少しつつ違のかせる

　　　By　fainter　Hammers－further　heard一　　　　　あなたの壊れやすい性を

　　　Then　nearer－Then　so　slow　　　　　　　　　天の一撃にそなえるために

　　　Your　Bre乱th　has　time　to　stτaigllten一　　　　　軽く叩く槌の音が　遠くに聞こえ始める

　　　Your　Brain＿to　bubble　Cool一　　　　　　　　モれから近く　そしてゆっくりと

　　　Deal5＿One＿imperial－Thunderbolt一　　　　その間　あなたは息をととのえ

　　　That　scalps　your　naked　Soul一　　　　　　　　脳を涼しく泡立たせる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　それから彼は　壮麗な一発の解籏で

　　　Wh・・Wi・d・t・k・F・・e・t・i・thei・　　　あなたの赤裸な魂の皮を【まぎ取り｛こかかるの

　　　　Paws一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　だ

　　　The　Universe　is　still－（」315）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　風が森を　その前足で抑えつけている時

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　万象は静かである

531h。。，d。Flyb。zz－wh・n　ldi・d－　53死〃三鍵蝿の羽±fが1版て来た

　　The　Stillness　in　the　Room　　　　　　　　　　　部屋の中の静けさは

　　W。、lik。　the　Still。。s，　i・th・Ai・一　　　台風の目のE1」の

　　　B。twe。。　th。　H，ave，・f　St・・m一　　　大気の1酎さに似てし’た

The　Eyes　around－had　wrung　them　　　　　涙も枯れた　周囲の人の目

　dry一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　次第に：募る堅い息づかい

And　Breaths　we祀gathering　firm　　　　　　　大王がこの部屋に現われる

For　that　last　Onset－when　the　King　　　　　あの最后の攻めの時にモ』なえて

Be　witnessed－in　the　Room－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　私は形見をう追贈し

Iwill．d　my　Keep・ake・－Signed・w・y　　　譲渡可能な私の部う｝に

What　portioy　of　Ine　be　　　　　　　　　　　署・名した　すると

Assignable－and　then　it　waS　　　　　　　　　　　i運が

There　interposed　a　Fly　－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］‘∫い　不確かな　どもるような羽音をうなら

Wi・h　Bl・・－un・・…i・…mbli・g　Buzz一 @　せて
Betwecn　the　light－and　me一 @　　　　　　　光と私との間にとまった

A・dth・n・h・Wi・d・w・f・i1・d－・nd・h・n　　それから窓が｛まやけモれからは

1…ld　n…ee・・…一（J　465）　　　見れども見えず

541f。h。F。。e，al，　i＿y　B，al。，　　54私の頭のll・で獄が行掴・れていた

　　And　Moumers　to　and　fr。　　　　　　　　　　　会弗者がせわしく往来し

　　　K。p，、，。。di。g－，，eadi・g－・ill　i・…m・d　　ひどU止を踏みならすので
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That　Sense　was　breaklng　through一　　　　　　意識が破れ出そうに思われた

And　when　they　all　were　seated，　　　　　　　　十午が席につくと

ASerΨ三ce，1ike　a　Drum一　　　　　　　　　　　　祈りが　太鼓のように

Kept　beating－beating－till　I　thought　　　　　ひびきつづけて」Lまぬので

My　Mind　was　g・ing　numb一　　　　　心が痒れモうだった

And　thell　I　heard　them　lift　a　Box　　　　　それから　人々が棺を持ち上げ

And　creak　acros5　my　Soul　　　　　　　　　　l1｛Lりながら私の魂を措切る汁

W｛th　those　same　Boots　of　Lead，　again，　　　　いつもの　あの語の靴音を立てて

Then　Space－began　to　toil，　　　　　　　　すると空間が鳴り始めた

As乱11　the　Heavens　were　a　Bell，　　　　　　まるで大空が一つの鐘に

And　Being，　but　an　Ear，　　　　　　　　　　　「存在」が　一つの耳と化したかのように

And　I，　and　Silence，　some　strange　Race　　　　　そして　存、とIllP寂は　奇妙な一一族となって
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　

Wrecked，　sohlary，11ere一　　　　　　　　　　淋しく　そこに崩れおちた

And　then　a　Plank　in　Reasol1，　broke，　　　　すると理性のハメ板がこわれて

And　I　dropped　down，　and　dow皿一　　　　　　息は　下へ下へと落ちて：行った

A・dhi・・W・・1d，・・e・。・ypl・・、。，　　そしてひと落ちごとにll堺に第』∫ち

And　Finished　knowing－then－（J　280）　　　　　　つけ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　それから　理解が終った

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　呼　　　●

55　Because　I　could　not　stop　for　Deat11－　　　　55　私が死を誘いに行くわけにはいかなかった
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

　　　He　kindly　stoPPed　for　me一　　　　　　　　　　だから　死が　粗切にも　私を迎えに来てく
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

　　　The　Carriage　held　but　just　Ourselves一　　　　　れたのだ

　　　And　Immortality．　　　　　　　　　　　　　　　　・馬車には　私と　彼と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そして永遠とが乗った

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　■

We　slowly　droΨe－1－le　knew　n｛｝haste　　　　　私たちは　ゆっくりと駆ったG！は急ぐこと

And　I　had　put　away　　　　　　　　　　　　　　　　を知らなかった）

My　labor　and　my　leisure　too，　　　　　　　私は　勤めも　余暇も

For　His　Civility＿　　　　　　　　　　　　　　　放げうって来ていた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　彼の親切に応えるために

We　passed　the　School，　whe、re　Children　　　　　私たちは学校を越えた

　　stroΨe　　　　　　　　　　　　　　　　　　　子供達が　お1樹くみで　取っ組合って遊んで

At　Recess－in　the　Ring一　　　　　　　　　　　　　　　いた

We　passed　the　Fields　of　Gazhlg　G臼in一　　　　私たちは　日をむいて見つめている麦削を越

We　passed　the　Settillg　Sun＿　　　　　　　　　えた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　モれから　沈む太陽を　越えた

Or　rather－1－le　passed　U5一　　　　　　　　いやどうやら　越えられたのは私たちだった

The　Dews　drew　quiΨering　and　chill一　　　　　　のだ

For　only　Gnssamer，　my　Gow11一　　　　　　　露が一面　冷たく」、るえていた
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My　TipP，・一・・1y　T・U・一　　　　私劇・酬の糸を身にまとし’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　チュール織の肩掛しかしていなかった

We　paused　bef・・e・H・use　th・t・eemed

ASw。lli。9。f・he　G・…d一　　　　私たちは胴」・げた・1・のような

The　Roof　was　5carcely　visible一　　　　　　　家の前へ来て惇った

The　Cornice＿in　llle　Ground一　　　　　　屋根らしきものも見当らず
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なげしも土に埋れていた

Sヨnce　then　－　，tis　Centurie5　－and　yet　　　　　　　　°　°　’

Feel，、h。，，。，，hat　the　D。y　　　　あれからもう何酔にもナよる一それなのに

Ifi，s、，。mi，ed，h。　H。，、。，　H。。d、　　　私が初め」舗「永遠」へll’」っている

Were　toward　Eternity－（J　712）　　　　　　　　と信じたあの旧より

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ずっと短いような気がする

56T。myq。i、k。。，・heL・・…－　　56私の掴い蝋｛ま木の蜘私瀞きこえ
　　　　　conferred一　　　　　　　　　　　　　　　　　　灌木は早錦であった

　　　The　Bushes－they　were　Bell5一　　　　　　　　私は　自然の番人達から

　　　Icould　not　find　a　PriΨac｝’　　　　　　　　　　　身をかくす所がなかった

　　　From　Nature’s　3entinels一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　洞穴にかくれても

　　　1・Cav・iflp・e・・m・dt・hide　　　　・撫たちまち｛・rげ［1酬】めた

i議繍き怠・k－　1麟；㌘ナ　の

57 寛ﾇ識ピ・d・dtight　57芒｛1ぷ：ξ：：だぽつ…つ

　　　The　Aft。m。。n　i。　Eveni。g　deep　　　　　た
　　　1，・，Y。lbw、11。，，ness　d，。P・一　　　　♪1二后は深い夕‡‘ξに

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その　黄色い嬬かさ　を落した

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　・　　　●　　　－　　　■　　　・

　　　The　Winds　w帥t　out　their　martial　ways

　　　The　L。。ve，。b，。ined。。cu，。一　　　　風が堂々と野1」；iを渡託

　　　N。＿b。，h。。g　hi。　G・ani・。14・・　　　木の鄭も醜ができる．

　　　UP。＿、i1。fPl。，h－（J　ll40）　　　＋一服その大鯨の中1腔
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブラシ天の釘にかけた

581・U，。lly。。h。wd、eS。。r。・e－　　58太脇がどんな1・凪1・5†っナ・柳しましよう

　　　ARibb。n…tim・一　　　　　　しばし口、麟ン
　　　The　S、。。ples　sw。m　i・Am・・hy・・一　　尖喘紫水1・1のlllを泳ぎました

　　　The　new。，　lik。　Sq。i・・。1・、・a・一　　　知らせ諺1↓裡よう【こかけ廻り

　　　Th。　HiU，　u。、i。d，hd，　B。nn。・，一　　　一疏　仔の紐をとき

　　　The　B。b。li。k，－b。gun．　　　　　米・食い∪も歌い始めました

　　　Then　I　said　softly　to　myself一　　　　　　　　私は一人亨ちました

　　　“That　must　have　been　tbe　Sun，・1　　　　　　　「陽が出たのにちがいない」と

　　　　B。th。wh，、e，－lk。。＿，一　　　でも太陽が沈剛どうだったカ“は知りませ

　　　There　seemed　a　purple　stileん
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まタイル

That　little　Yellow　boys　and　girls　　　　　　　　．何か深紅の踏段のようなものが見え

Were　climbing　all　the　wllile一　　　　　　　　黄色い男や女の子が

Ti11　when　they　reached　the　other　side，　　　　　ひっきりなしに　昇っていきました

ADominie　in　Gτay一　　　　　　　　　　　　皆がll1」うへ渡りきった頃

Put　gently　up　the　evening　Bar呂一　　　　　　　灰色の服を着た牧師さんが

Arld　led　the　flock　away－（J　318）　　　　　　　　1－i特の閂をしつかにおろし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　羊の群をつれ去りました

59ABiτd　came　down　the　Walk－　　　　　　59一羽の烏が小径をやって来た

　　　Ile　did　not　know　I　saw－　　　　　　　　　　1程、が見ているのも知らずに

　　　He　bit　an　Angleworm　in　halΨe8　　　　　　　　　丸はミミズを半分にちぎり

　　　And　ate　the　feUow，τaw，　　　　　　　　　　　生のまま喰べてしまった

And　then　he　drank　a　Dew　　　　　　　　　　　そして　手近な草の一つから

From　a　conΨeniem　Grass一　　　　　　　　　　露をこ’・とすすり

And　then　hopPed　sidewi8e　to　the　Wal1　　　　そして　ひょいと壁ぎわへ横っとびしたと思

To　let　a　Beetle　pass一　　　　　　　　　　　　　　　　うと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲虫のお通りだ

He　glanced　with　rapid　eyes

That　hurried　all　around＿　　　　　　　　　　　小悲は素早くあたりを見廻した

They　looked　like　frightened　Beads，　　　　　　祖線は　くまなくかけめぐrコた

　Ithought一　　　　　　　　　　　　　　　　まるで　怯えた珠数玉だ（と私は思った）

He　stirred　hi5　Velvet　Head　　　　　　　　　　それから　ビロードの頭をブルンと震わせ

Lik。。。。　i皿d。。g。，，　C。。ti。u、，　　　　鰍を感じたもののよう1こあたり｛こ気を配っ

1。ff。，。d　him。C，u、nb　　　　　　た
And　he　unrolled　his　feathers　　　　　　　　　私がパン屑をさし出すと

A。d，。w。dhim，。f，。，h。m。一　　　　鳥は洲をひらき
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　巣に向って　そっと漕ぎ立った

Th・n°訂・dMd・th・Ocean・　　　∬輌を4｝つオールよりも齢に
Too　silver　for　a　seam一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　銀色の輝きに軌跡ものこさず

゜・B・tt・・fli・…ff　B・・k・・f　N・・”　　　もしくは喘りに、ヒ鞍耐つ蝶のように

Leap・P1・・hless・s　th・y　swim・（J　328）　　しぶきも上げず泳し・で行った

60　1t’5　hke　the　Light－　　　　　　　　　　　　60　それは　光のような

　　　Afashionless　Delight一　　　　　　　　　　　　姿のないr「‘び

　　　It’s　like　the　Bee一　　　　　　　　　　　　　　　それは　密蜂のような

　　　Adateless－Melody一　　　　　　　　　　　　とぎれのない’旋11t

It・51ike　the　Woods一　　　　　　　　　　　そオ1は　森のように密かで

Private－Like　the　Breeze一　　　　　　　　　微風のようでもあり

Phra5eles5－yet　it　stirs　　．　　　　　　　　　　言い難く　しカ・も

The　proude5t　Trees一　　　　　　　　　　　　高慢な樹々をゆるがす
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It’s　like　the　Morning一　　　　　　　　　　　　そ］τは　朝のように

Best＿when　it，s　done一　　　　　　　　　　終った時に　もっともすばらしく

And　the　Everlasing　Clocks一　　　　　　　　　　　真昼を｛lrげる

Chim。－N。。。！（J　297）　　　　　　永」魏Jの鵡1’

61S。f。　i。・hei・Al・b・・t・・Chamb…－　　61：糀可璃の部屋の1↓1で

　　　Untouched　by　Moming一　　　　　　　　　　　朝にも触れず

　　　And　untouched　by　Noon一　　　　　　　　　　　工1［昼にも触れず

　　　Lie　the　meek　membeTs　of　tlle　　　　　　　　安んじて｝黄たわる　復活を約された　従順な

　　　　　Resurrection　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人達

R・f…。fS・・i・一・ndR・・f・fSt°ne！ @　編・」・睡木に石の屋｝n

　　Grand　go　the　Years－in　t1、e　Crescent一　　　　歳月は荘大1こ流れる　半刀形の天空を

　　　　・b・Ψe・h・m－．　　　　　　　天H、は孤をえぐり
　　　W・・ld三・…pthe1「A「cs一　　　　虚1乍1描れる

；慾∵m㌫：㌔D。g。，．　　：E）葺下し君主は降服する
　　　　、。，，e。d。，－　　　　　　　　11；の円盤に｛措した微小な点のよう｛譜もな

　　　Soundless　as　dots－on　a　Disk　of　Snow一　　　　　　く
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（J216）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ62AC1。，k，，。PP。d－　　　　　6211芋：；トが』た　一

：：1。1鷲㌫11，　　㌻；の灘ぽ：しても

鴇蒜㍑1㌶：　：：隠惣…とは出来なし・
An　awe＿。。。，he　T，i。k。・！　　　恐怖がこの小間榔しのびよ｛コ

Th。　Fig。，e，　h…h・d，　with　p・in一　　数報酬に興よじコた
Th。。　q。ive，ed。u・。f　D・・i皿・1・一　　そして蹴ながり小劇悦け出て

1。t。　D。g，eel。、。　N。。・一　　　　度のない顛へと去って行った
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　頓

It　will。。t，，i，　f。，　D。、t。・，・－　　　　1賭力・来て酬かないナ三ろう

Thi、　P。。d。1。m。f。。・w一　　　　　この雪の振子は
Th。　Sh。p＿imp。，・un。・i・一　　　時計蹄どんな｛こせがんでも

Whil。、。。1．。。ncem1。。、　N。一　　　冷やかで無1恥な「打i否」を

N。d、　f，。m、h。　Gild。d　p。i・・ers一　　　鋤っきの針が

N。d、　f，。m，h。　Sec。。d，　slim一　　　細い秒81・が｛こらみ返す1まかり

D。，ad。，。f　A，，。9。。c。　b。・ween　　　　文字盤の生命と

Th。　Dl。l　lif。一　　　　　　　彼との間｛こは
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　数十年の据傲が横たわっている

And　Him－　（J　287）

　　　B。hi．d、h。　Sh，lf　　　　　　あの棚の奥iこある
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The　Sexton　keeps　the　Key　to一　　　　　　寺男が鍵をもっていて

PutUng　UP　　　　　　　　　　　　　　　　　しまっている

Our　Life－His　Porcelain一　　　　　　　　　私たちの生　は寺男の瀬戸物

Like　a　Cup一　　　　　　　　　　　　　　　　おかみさんが捨てた

Discarded　of　the　Housewlfe　一　　　　　　　　　　風変りな　もしくは壊れた

Quaint－or　Broke一　　　　　　　　　　　　　茶わん

Allewer　Sevτes　pleases－　　　　　　　　　　　」斤作のセーブル焼きは撤迎され

Old　Ones　crack一　　　　　　　　　　　　　　古物には　ひびが入る

Icould　Ilot　die－with　You一　　　　　　　私はあなたと死ぬことが出来ない

For　One　must　wait　　　　　　　　　　　　人は　’愛する人の目を閉ぢる

To　shut　the　other’s　Gaze　down一　　　　　　時を待たねばならぬもの

You　－could　not一　　　　　　　　　　　　　　　　そしておそらくはあなたも

And　l－Could　I　stand　by　　　　　　それ！二私は　私には

And　see　You－freeze一　　　　　　　　　　死の特典　私の霜の権利もなく

Without　my　Right　of　Frost一　　　　　　　　凍り行くあなたのそばにいて

Death’s　priΨilege？　　　　　　　　　　　　　　　見」玉ることができようか？

Nor　could　I　ri5e－with　You一　　　　　　　そしてまた　あなたと共に復活すること

Be・aus・Y・・r　Face　　　　　　　　　も
W・uld　put・ut　Je・・s’－　　　　　　fl1∫故ならあなたの顔がイエス様の顔を

That　New　Grace　　　　　　　　　　　　　　消してしまうだろうから

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あの新しい恩寵も

Glow　plain　－and　foreign

On　my　homesick　Eye－　　　　　　　　　　　’私の人を恋うE【には

Except　that　You　tllan　He　　　　　　　　　　つたなく　そしてよそよそしい

Shone　closer　by一　　　　　　　　　　　　　　　彼でなく　あなたがモぱに

Th。y・d　j。dg。　U、．H。w一　　　問iいていないかぎり

For　You－serΨed　Heaven－You　know，　　　　　審判の！］には　どうなるのか

Or　sought　to一　　　　　　　　　　　　　　　あなたは　天に仕へ

Icould皿ot一　　　　　　　　　　　　　　　　　もしくは　仕えようと．努め

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　私には　それができなかった

Becau5e　You　saturated　Sight・－

And　I　had　no　more　Eyes　　　　　　　　　　あなたが　’世界を満たしていたので

For　sordid　excellence　　　　　　　　　　　　　　ヲこ国などという

As　Paradise　　　　　　　　　　　　　　　　　　けちくさいf桀作に向ける目1を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　私は持ち合せていなかったから

And　were　You　lost，　I　would　be　－

Though　My　Name　　　　　　　　　　　　　もしあなたが失われれば　私も

Rang　loudest　　　　　　　　　　　　　　　　　　たとえ私の名声が　天上で

On　the　HeaΨenly　fame一　　　　　　　　　　　　いかに高々と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1頂りひびくとも
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And　were　You－saved一　　　　　　　　　　そして　あなたが救われても

And　1－condemned　to　be　　　　　　　　　私のいる所は

Where　Y。n　were　not一　　　　　　　あなたのt”ない所
That　self－were　Hell　to　Wle一　　　　　　　その地獄のような私の自我

So　We　must　meet　apart一　　　　　　　　　だから私たちは離れて　会う

You　there－1－here一　　　　　　　　　　あなたはそこ　私はここ

With　just　the　Door　ajar　　　　　　　　　開いたドァーをひとつへだてて

That　Oceans　are－and　Prayer－　　　　　　　　（海のようなその距離）

And　that　Wllite　Sustenance一　　　　　　　　　そして　祈り　と

Despair－　（J　640）　　　　　　　　　　　　　絶望　という　あの白い糧　と

6411i。。　wi・h　Him－1・ee　Hi・f・ce－　　64私はあの人と難4礼あの人の顔を見る

　　　Ig。。。　m。，e　away　　　　　　私はもう』ξ客にも夕焼け｛こも

　　　Fo〔Visiter－or　Sundown一　　　　　　　　　　　立って行こうとは思わない

　　　Death’s　slngle　priΨacy　　　　　　　　　　　　死という隠された世界だけが

The　Only　one－forestalling　Mine『 @　　　　　私の世界をだしぬくだろう

And　that－by　Right　that　He　　　　　　　　　そして　あの人が求める

P・ese・t・aCl・im　invi・ibl・－ @　　　　Llに見えぬ要」lllのため‘こ
No　VUedlock－granted　E4e一　　　　　　　　　　　私には婚姻が，『i：され．ない

1㍍v二漂ぷ三「HisV°ice一　臓一しあの繊を1丑1く
T。wit。ess、。、he　C，，，。i。，y　　　　私は相生きて

。f　lmm。，、、li、y．　　　　　　謝の確かさの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　証となる

Taught　Me－by　Time－the　lower

w。y　　　　　　　　　　r郁uというこの世の1並に教えられて
Conviction－Every　day一　　　　　　　　　　　　　　　　日毎に高まる確信　　　、

That　Life　like　This－is　slopless－　　　　　　　「審判」がどのようにくだろうと

Be　Judgment－what－it　1τ1ay（J　463）　　　　　このような生は無猟であるという確信

65My　Lif。　h。d。…d一乱L・・d・d　G・・－　65私のrt命は手瀕された猟銃だ

　　　In　Corners＿till　a　Day　　　　　　　　　　　　或る［1その持主が通りかかり

　　　The　Owner　passed－ldentificd－　　　　、　　　発見し　運び去るまで

　　　And　carried　Me　away－　　　　　　　　　　　　llr隅に放ってあった

And　now　We　roam　in　Sovereign　Woods一　　　　そして／「すばらしい森の1i1を

And　now　We　hunt　tlle　Doe一　　　　　　　　　　雌じかを追って　かけめぐる私達

AIld　eΨery　time　I　speak　for　Him一　　　　　　　私が彼のために1111’ぷと

The　MOUIllains　st「aigbt「eply一　　　　　　　　　そのつど　1hが答えを返す

A。d　d。　l　smil。，、。、h、。，di。11igl・　　　私がほほえむと’L・地よい光が

Upon　the　Valley　gl白w一　　　　　　　　　　　　　　谷間にあふれる
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It　is　as　a　Vesuvlan　face　　　　　　　　　　　ベスピァスの1、Llが　枯喜を

Had　let　it’s　pleasure　tllrough一　　　　　　　　モの満面に　燥発させる時のように

And　when　at　Night－Our　good　Day　　　　　　そして楽しい一日が終って　夜になると

　done一　　　　　　　　　　　　　　　　　　私は主人の枕辺を見張る

Iguard　My　Master’s　Head一 @　　　　　　　　毛わたがもの枕に深く頭をうめて

Tls　better　thall　the　Eider－Duckls　　　　　　　l旋らを⊥｛とするよりも

Deep　Pillow－to　have　shared一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　波に刃向うものは容赦なく私の敵だ
T・f…fHi・一「m　deadly　f°e一 @　　私がこの飽い日餉けナ、ら
None　stir　the　second　time　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もしくは　親指に力を入れたら
゜nwh°mllay“Y・ll°wEy・一 @　　そいつは二度と動かなくなる
Or　an　emphatic　Thumb一

Th。。gh　l，hm　He－m。y　l。。g。，　live　　彼より私の2稟長命か蜘れない

He　longer　must－than　l一　　　　　　　　　　だが　彼の生命はより長くつづくだろう

F。・lhav。b。t　th。　p。w。，・。ki11，　　　1轍なら私には殺す力はあっても

Without－the　power　t。　dle－（J　754）　　　　死ぬ術はないのだから

※綴りの上でcaロt，visiter，it’S（＝its）

　など二・三unconventiona1なものがある

　が，原文のまま。

（訳詩ノート）

　41．　’despair’と’fear’という心理のひだにメスを入れるという作者の　meticulou5　な意識もさ

ることながら，’contented’にはじまり，最后の’it　cannot　see’というirollicalな発言に至るまでの

imageを捕えてきたディキンスンの目，彫像の目をこのように見ないではおかぬ作者の目．その洞察力

のすばらしさ，といったものを感じさせる。（45．番参照）

　42．板（plank）をあるく，というのは1711ヒ紀ごろの海賊が捕虜に対して行った私刑のimage。通常

目かくしをされて，舟ぺりにつき出された板を歩かされるという．星と海とのirnageは，それぞれ宗

教的なものと世俗的（ないしは人間的）なものとのsymbolとして読みたい。ディキンスンの生涯は，

この二つを両極に，死ぬまでゆれ動いていた。

　43．虚ろな生の中でのdesperateな模索，という風にディキンスンの生涯を言うこともできる。そ

れをimaginationで満すことで彼女はやっと生きていたかのようである。

　44．苦痛からのいわば逃避手段として人間に与えられている放心状態　　に作者は目をむける。ディ

キンスンの遺品の中にはアフオリズム風の断片がかなりのこっていてJohnson編の’；1；：簡4≒集の末尾に

集めてあるが，そのll1の一つで，’close　Anguish　has　but　so　many　throes－then　Unconsclousness

seals　it’とも言っている。終りの三行はsomnambulismのimageだと思う。念のため0．　E．　D．

を引くと’swoon’には’obs．τare’だが’a（deep　or　sound）sleep’とあった。

　45．44．と同じく，激しい苦悩のあとの’afomal　feeling’を定着しようとする。　formalな，

とは人間的な，ないしは自然なものと対立し，death　の世界と頂なり合う。いわば生のlllの死であ

る。’great　pain’とはphysicalなそれであるより，むしろ心理的なそれであろう。一一聯三行1」の

’He’はcap▲tal　letterで始つているのでChristにreferするようにも取れるが，大文字で：占くこと

はディキンスンの場合必ずしもそうでないし，ここでは「あれに耐えたのは誰だったのだろう，n分で
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あっナ、ような鋤・しない」という1呈の鰍であろう・次の行も・噺llの感覚を畝してしまっピstiff

Hea，，’だ．第二聯，五行目の’・q・・…c…en－・’という　噺城現｛こついては・B…k・and

Warren：Understanding　Poetryの1｝1の「石英はcrystalの一種であるから・’a“gua「tz　content－

m。。，・i，ac。。・。。・men…y…li・ed，・・i・w・・e，・u・・f・h・p・i・’だ」という説1∬1峰考になる・

そして41番と同様，ここでもデ・キンスン｛ま’・・n・・n・m・n・’という言葉1・1・・ni・・1なひびきをもたせ

ているわけだ。
46．配の附る順から1悦け出ようとする糊が・これまで蹄くの献な作鍵を生みだしてき

たこと端をまたない躍だ．デ・キンスンの場合⊇・がN・wE・g1・・dという蹴的な環境をの

榔て，［けの心のP，i，。，yへ逃げこ加とで行肋れたと言えよう・Th・・e・・がW・1d・・の森

へd。lib。，a、dyにll三きるナ、めにffっナ・よう1こデ・キンスンも「生でないもの」（wh・・i・n・t　life）を

生きたくないために微のし・わゆる’四1岬・i・・cy’へこもった・この詩では（J・h…nの雌では

1856｛1・のf・1・，つまり習fl・i酬のもの）まだそのテー効・・言与になっていないが・次の47番で1まimage

が酬でうらずけも酬こな1・，いわば詩になりえていると思うパらの内部で剛かになること・そ

のための’Escape’だったわけである。

　47．　　liij互i参∬（｛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿

晶デ，キンスンは，やはりま割・もなくP・・i細の緬であって・少くとも却・楠には
P。bli，i，yをひどく麟し’P・bli…i・・i・・he　a…i・・／・f・h・mi・d・f　m・・一ノP°veτty竺

j。、，ifyi。g／F。，　s。　f。ul。・hi・g’とまで計た・そ礪う気だ［がこの雛も流れている・しカ’し七の

決ぷもかかわらず，デイキン〃｛ま巳の齢しい、’B・1…flm・gery’でもって僕たちの心を

’stun’する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・”
49．この詩に馴か哩耳火之紙の訳があって，デ・キンスンの詩眺で敵椥られているものの

一つ。しかし麻で従来P。P。1。・なデ・キン〃の詩の・1・には（例えばiF‘校の教酬1このつている

’lnever　saw。m。。，’や’lf　lca。，t・P・n・hea・・f・・m　b・・aki・g’など）デ・キン”を代

表させるに足るようなも脈ないのカ・多いの蹴念である・こ酪蹄想iま・・一・1・nalだ・「叩か

れる継水を噴く」というのは一寸ひつかかる脈色々辞ilrを弓1し・てみ蜥・W・b・…｛こ“H Fsm°te

、h，，。ck，th。tth。w。t。・sg・・b・d・u・・P・．1xxV・・20とあった・神の綴である・こつ∵た

酬への，。f。，en、。貯，キンス｛ま多いことであるLその献変端みちカ‘いをしている個所がある

のではないかと心配である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
　50．これも「自らの内部で熟し何物力・になる」というテーマ・太陽は人nll醐命的なものの

　symbolと考えたい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
5L輪歎という灘なテーマ．・il｝き出しの一聯にみえる断卸勺醗言と・途中の蜘砒喩酬

　て達するnihilisticな結論との対照が痛々しい程くっきりしている。

52．このr彼」のid。ntityをめぐっては色々翫加・ありば体を1・v・p・emとして U人も多
い。（例えばWhi、b。，はこオ・をデ・キンスンがW・d・w…hの説教を　Hい剛のexcltement’

L，yd。はM。yのそれを劇・酬の印雑のべているのではないカ・と酬する）｛文は・死の神；し

てのN。t。，e、ではないかという気がする．詩脚上でも一応14行でデ・キン〃としては・めづりし

　く，ことに終りの二行はそのimaginationの1；遊さがすばらしい。
　　53．死を前にした不端な、竹卿中でr伽酬かな・どもるよう翻音」を立て・「光」と私と

醐1ことびこんで来た一匹の恥im・g・はデ・キンスンの死酬の一r面を効果的にmetaph° �ｷる・

二三繊難ぎ㌫麟：：麗蒜㌶瓢蹴：蕊
　のconΨentionalな死世観へのa而tithesisだ。
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　54．　同じsettingのこの詩でも救いはない。もっともここで頭の1・1・1で葬式が行われ・人が足をふみ

ならし，祈りが太鼓のようにひびいてくるというのは・何か激しい精神的な苦しみか・neurosisを言つ

ための道具立てであると見れば，この詩はテーマの上では44．45番と同じものと考えられる。

　55．死は，教会が約束する所に従えば，永遠のgloriousな世界をもたらす筈だ。女は，そう考え

て，いそいそと「死」とのランデブーに出かける、「死」は又ここでは蟷魏的なN・wE・gl皿d紳士の

たたずまいをもった彼女への求婚者であり，「生」の一さいをなげうって彼女は彼とのriding　outへと

でかける．「生」（。i，。li・y）そのものの・ymb・1である遊び1謬・11な子イlll，目をむいて見つめる麦畑・

そして太陽もなんのその　と思う女。続く二‖結の…i・limac・i・な描写力・対象的な冷ややかさで告げ

る物理的な死。いったい永遠とはfn∫であるか。ディキンスンの死へのobsessionは・　ここで一つの

。。iq。eなドラマとなって縮・1する．　Al1・・T・t・はその興味あるデ・キン〃論別1でこの詩を1¶1か

く分1斤しながら，これは英語で書かれたperfect　poemsの一つであり・もし’great’という形容詞が

詩の形容詞として励・意味力・あるとするなら，これこP・n・・f・heg・ea・…’だd：いている・とも

あれディキンスンの全詩を代表する作品の一つであることは異論のない所だろう。

56．C．　D．　L。wi、はTh。　P…i・lm・g・のll1で，デ・キンスン1ま己こで’・h・g・il・y・pP・ehen－

，i。n。f　di。i。。　di，pl。。，。，e’について，　G・n・・i・やP・・adi・e　L…がはるかに・・1・min…1yに言

っていることを，　（最後の）二行で語っていると言う。ディキンスンの場合・1：1然はしばしばhostile

な属性をもつものとしてある。

　57．以下60番までの［1然詩に関しては（そのDP・197参照

6Lこれはもう燃詩の欄をこえ鰍大な縮のドラマであ1〕・酬で物酬刷のi黄己れの中で
は，すべての1酬＿シ激的なそれさえ一否定されるという甚だ・制i・・i・なテーマの詩だ・第二聯の

五行はいつも僕｛こ例のN。、h。の」ポ・B・ight・…f・ll・f・・m・h・・i・ノΩuee・・hav・di・d　y…gand

f。i，，　D。、・h。・h，1⊇H・】・n’・ey・－11・m・i・k」m・・di・・”という句を想い出させる・ただ

Nasheの詩のもつものがなしさに対して対してディキンスンのtoneは冷たく・どことなくi「onical

でさえあるのは時代の差だろう。’Disk　of　Snow’についてはAnderso11の詳細なlill究があり・レン

ズ形の宇宙をディキンスンが考えていたことは間違いない。

62．刷の死を譜るの1塒計をカ・りて来るというの｛詞1に作荏・全体｛こ客酬三を1瓶るというme「it

だけでなく，時計が蹴であるの1こ鋤的1剛く（つまり陸騨解ある）ということもあるわけで

甚働果的な・。・c・i・だ㍉D・cad…f…。9・…’という一鵤デ仲ンスン躍9’P「e°ccu－
P。，i。。’を語りつくしている．つまり瀦と生者との間の越えることの止ll勅酬をだ・第二聯の

’decimal5’は人間の卑少さ，’Deg爬eless　noon’は永遠の世界を言うのであろっ。

　63．この蹴，デ，キン〃の観念性，im・g・で考える能力…CCi…鑓現・⊇Calなそれ・
大‖11な一bl・・phem…な嬬などを一篇醜った・めずらしく息嘘い（】の詩9うちもっと械
く50fD　P・・h，・i・な鰻詩．こと1こそのP・・h・・i・な1継｛ま酬に至ってみこ題1magesとなって

編する．しか辿のみじかい各行・こと‘こ終り二綱デ・キ〃ン鮒？？pacmgカ≡し三≡
言葉をさぐり、鋤るようにして1匡行する想念の1」ズムが・この詩のm・d・t・tlv・剛1’を111・めLい・

すばらしい。
　64．この詩には諸；肪って’H・’は神，端詩だという人もあるカ‘・麟やは1壁鞠と考えた
い。舵の合一がなった脈あれ｛ま，・・D…h’・・1・91・p・i・a・y∫Th・・nly・・e－f・「・talllng　mine”と

いう表現はどう解していいのかオ・からなくなる。それはともかく・この詩はイメージ醜づけ搬く・

詩としての5ubstanceに欠けている。
　65．終りにD。me鮪踏コン・・スの比・詫もちいた例の詩｛こ｛こ曝ともおとらぬc°nceitを

あしらっ珊味ある鰻詩ぽう詩城酬であった19世紀畔ばにこう言うL’わぱ轄剛を恥て

いr二詩人，これもディキンスンだ。


